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”
（ＩＣＥ） の 小 児 て

ん か ん 分 類 上 の 妥 当 牲 と 適 用 上 の 問 題 点 を 検 討 し
，

小

児て ん か ん 患児 に あ けるＩＣＥ 各 病 型 間の 槽 対 頻 度 を

蓼 出 す る
．

さ ら に 症 候 性 局 在 関 連 て ん か ん （Ｓ－ＬＲＥ）

に つ い て 多 面 的 ア プ ロ ー チ に よ り 病 巣 局 在 を 同 定 し，

同 定 不 能 例 に つ い て は， そ の 臨 床 脳 波 学 的 特 徴 を 究 明

す る
．

〔方法〕

精査 によ り診 断を 確定 した１５歳未 満発 症の 小蝿 てん

か ん４３３例 に つ い て
，

家 族 歴， て ん か ん 発 症 年 齢
， 発 作

像
，

脳 波 ・ 神 経 画 像 所 昆
，

精 神 発 達 を 後 方 視 的 ・ 前 方

視 的 に 再 検 討 し， ＩＣＥ 分 類 に よ る 各 例 の 病 型 診 断 を

行 っ た
．

Ｓ－ＬＲＥ で は
，

① 皮 質 病 巣 局 在 診 断 に 有 意 義 と

さ れ る 前 兆／発 作 症 状
，

② 間 欠 期 脳 波
，

③ 発 作 時 脳 波，

④ 神経 画像， ⑥神 経心 理検 査各 所見 申１ 項目以 上 陽性

の Ａ 群 と， 全 項 目 陰 性 の Ｂ 群 に 分 け
，

両 群 の 臨 床・脳

波学 的特 徴を 検討 した
．

Ａ 群 で２ 項国 以上 が同 一部 位

を 示 し た 例 を
，

局 在 確 実 例 と し た
．

〔結果〕
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全 般 て ん か ん （ＧＥ） ３３．４ ％

｛持 発 性雀３
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，
症 候 性 ま た は 潜 因 性５６．８％

，
う ち ＩＣＥ

未 採 用 の 新 病 型迂
．
王％ を 含 む｝

，
未 決 定 て ん か ん （ＵＥ）

１１
．
７％ と な り

，
９５．９ ％ の 例 が 分 類 可 能 で あ っ た

．

２
．

Ｓ・ＬＲＥ 中７２ 例 （４４
．
５％） カミ Ａ 群

， ９４例 （５５．５％）

訟 Ｂ 群 に 分 類 さ れ た
．

３
．
王） Ａ 群 に お け る 推 定 局 在 部 位 は

，
前 頭 部２８例

，
申

心 部 ６ 例， 側 頭 部１３例
，

頭 頂 部 ５ 例
，

後 頭 部１３例
， 多

焦 点 ７ 例 で あ っ た
． ３

．
２） 後 ５ 者 の 局 在 は 発 作 症 状

，
間

欠 期 脳 波
，

ＣＴ／Ｍ ＲＩの い ず れ か で 示 さ れ たカミ
，

前 頭 部

局 在 は
，

前 記 ３ 所 免 全 て が 陰 性 で も
，

発 作 時 脳 波
，

神

経 心 理 検 査
，

ＳＰＥＣＴ に よ り 局 在 を 明 確 化 し 得 た
．
３
．
３）

複 数 項 目 が 一 致 し た 局 在 確 実 例 は Ａ 群 申２３
、
ヱ％ に 虚

ま り
，

小 児 ＬＲＥ の 局 在 分 類 の 困 難 性カ書示 さ れ だ
．

４
．

Ｂ 群 は 発 作 症 状 か ら
，

１ 群 （向 反 ・ 姿 勢 発 作）

１６
．
Ｏ％

，
２ 群 （部 分 運 動 発 作 を 伴 う 意 識 減 働 ３５

．
１％

，

３ 群 （自律 神経症 状 を伴う 意識 減損 ない し意 識障 害の

み） ３３
，
Ｏ％

，
卑 群 （自 動 症 を 伴 う 意 識 減 損）８

．
５％

，
５

群 （感 情 徴 候 や 単 純 部 分 発 作）７
，
４％

， の ５ 群 に 分 類 さ

れ た
．

各 群 は 成 因， 脳 波 所 見
，

知 的 予 後 の 面 で 各 々 特

徴 的 で あ つ た
．

５
１

玉ＣＥ に 該 当 項 醐 ミな く 分 類 不 能 で あ っ た の は
，

難

治性 大発 作と 高振 幅徐 波を 主徴 とする 一群（東）， 良 性

乳 児 け い れ ん （福 山） な ど で あ っ た
．

〔考察 およ び結 論〕

ＩＣＥ の 臨 床 的 有 用 性 は 原 則 論 的 に 賛 同 で き る が
， 小

泥 Ｓ－ＬＲＥ の 病 巣 局 在 診 断 率 は２３ 蜘 こ止 ま り
，

今 後
，

よ

り 実 周 的 に 改 善 さ れ る べ き で あ る
．

ま た
， 分 類 不 能 例

（逐 ％） の 存 在 も ＩＣＥ 改 善 の 必 要 性 を 示 し た
．
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て ん か ん の 分 類 は
，

１９８９ 年 改 訂 案“Ｉｎｔｅ閉 ａｔｉ ㎝ ａｌ α ａｓｓ脆ｃａｔｉ㎝ ｏｆ ｅｐ１ｌｅｐｓ１ｅｓ，
Ｅｐｉｌｅｐｔｉｃ Ｓｙｎｄｒｏ㎜ｅｓ ａ 紬

Ｒｅｌａｔｅｄ Ｓｅｉ刎ｒｅＤｉｓｏｒｄｅｒｓ
”

（以 下 ＩＣＥ） カ 減 立 し 現 在 に 至 っ て い る
．

こ の ＩＣＥ は 現 代 の 知 識 と 技 術 の 域 を 尽

く して構成 さ れだも の である ため， 逆 に日常 診療 の中 で， こ の分 類体 系を 適切 に活用 可能 であ る か否か 問題カミ

あった
．

特に 小児 期て んか んの 実地 の診 療の 場に 適用 して，母 集団 の申 の各 分類 単位 間の 相対 頻度 を求 めたり，
適 用 に 当 た っ て の 問 題 点 に 関 す る 研 究 は

，
日 本 の 内 外 を 問 わ ず ほ と ん ど な か っ た

．
本 研 究 で は

，
１５歳 未 満 発 症

の て んか ん患者４３３例 につ いて 各 分類該 当例 の割 合，各 症候 群の相 対頻 度 を算出 し，症 候性 局在 同定カ 河 能な 症

例 につ いて はそ の臨 床・脳波 学 的特徴 を分 析 し局在 同定 を実施 した
． そ の結 果， ＩＣＥ の小 児例 に対 する 有用 性

と 限 界 を 明 ら か に し
，

さ ら に
，

ＩＣＥ の 改 善 に 向 け て よ り 実 用 的 な 提 案 を し た
．

こ の 点 非 常 に 価 値 あ る 論 文 と 認

め る
．
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，
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．
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大

澤 真木子， 向平暁 子， 吉田 玲子， 福 山幸 夫

４） 乳 児 重 症 ミ オ ク ロ ニ ー て ん か ん と 辺 縁 て ん か ん

群 症 例 に 対 す る Ｂｒｏ㎜１ｄｅ 治 療 の 試 み
．

厚 生 省 難

治て んか んの 病態 と治療 に 関す る研究 平成３

年 度 研 究 報 告 書 ：２０１－２０５（１９９１） 福 山 幸 夫
，

小

国 弘 量， 泉 達 郎
，

原 美 智 子
，

小 国 美 也 子
，

向

平 暁子， 上 原 孝， 梅 津亮 二

５） １９７７年 に当 科を初 診 した全 て んかん 児の 全体 像

に 関す る 包 括 的研 究
． 東 女 医 大 誌 ６３（臨 増）：

２２０－２２９（１９９３）坂 内 優 子
，

小 国 弘 量
，

向 平 暁 子
，

福 山幸夫

６） シ リ ー ズ 形 成 を 伴 う 強 直 発 作 （ｐｅｒｉｏｄ１ｃ

ｓｐａｓ㎜ｓ） を 呈 し た 症 候 性 全 般 て ん か ん の １ 例

一 ビ デ オーポ リ グ ラ フ 同 時 記 録 分 析 を 申 心 に 一
．

東 女 医 大 誌 ６３（臨 増）：４２６－４３１ （１９９３） 関 千

夏
，
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，
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，
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，
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７） Ｖ｛ｄｅｏ－ｐｏ１ｙｇｒａｐｈｉｃ ａ烈ａ１ｙｓｉｓ ｏｆ ｍｙｏｃ玉ｏｒ１ｉｃ ｓｅｉ－

ｚ 岨ｅｓｉｎ 畑 ｖ㎝ｉ１ｅ ｍｙ ㏄１ｏηｉｃ ｅｐ１ｌｅｐＳｙ （若 年 ミ

オ ク り 二 一 て んカ）ん の ミ オ ク Ｐ 二 一 発 作 の ビ デ

オーポ リ グ ラ フ 分 析）
．

Ｅｐｉｌｅｐｓｉａ ３５（２）：
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，

Ｍ 脈 ａｈｉｒａ Ｋ
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Ｙ 昧 Ｈ ｓｉｅｎ Ｓｕ
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Ｉｚ以 ｍ量 丁
，

Ｆ ｕ－

ｋｕｙ 鮒 ａ Ｙ

８） 熱 性け いれ んの既 往 を有す る成 人て んか ん症 例

（１８歳 以 上） の 臨 床 的 研 究
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，
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